
1 

 

2021年９月号 

ＪＴＣＣ ニュース（日本繊維技術士センター ニュース） 

Ⅰ．（日本繊維技術士センターの行事予定） 
（一社）日本繊維技術士センターのホームページは、「繊維ＪＴＣＣ」で検索できます。 

  

＜ＪＴＣＣ講座のご案内＞  

（各講座のコロナ対策：募集人員の制限、体温が37.5℃以上の方は受講不可、マスク着用、手の消毒） 

申し込みの詳細は、JTCCホームページをご覧ください。 

◆ＪＴＣＣの「知っておきたい高性能・高機能繊維の基礎と用途展開」講座（大阪会場） 

日程 テーマ（講師） 会場 

2021年 

9月11日 

９時30分～ 

16時50分 

・高性能繊維と高機能繊維総論 

・高機能繊維（中空繊維、医療用繊維、環境対応繊維）の製法・特性 

・高性能繊維（PBO系繊維）の製法・性能・用途展開 

・高性能繊維（ポリアクリレート系繊維、他）の製法・特性・用途展開 

大阪産業創造館 

６F E会議室 

2021年 

9月18日 

９時30分～ 

16時50分 

・不織布の分類・製法・特性・用途展開他 

・ナノファイバーの技術開発と用途展開 

・アラミド繊維の製法・特性・用途展開 

・炭素繊維の製法・特性・用途展開 

大阪産業創造館 

６F E会議室 

    受講料金  ２４，０００円     定員  ７２名 

申し込みの詳細は、

 

◆ＪＴＣＣの「知っておきたい高性能・高機能繊維の基礎と用途展開」講座（金沢会場） 

日程 テーマ（講師） 会場 

2021年 

9月25日 

９時20分～ 

１７時 

・高性能繊維と高機能繊維総論 

・アラミド繊維の製法・特性・用途展開 

・高機能繊維（中空繊維、医療用繊維、環境対応繊維）の製法・特性 

・不織布の分類・製法・特性・用途展開他 

・ナノファイバーの技術開発と用途展開 

・炭素繊維の製法・特性・用途展開 

金沢市 

石川県地場産業

振興センター 

新館 第 10 研修

室 

 

    受講料金  １１，０００円     定員   ５２名 

申し込みの詳細は、「添付資料」あるいは「JTCCホームページ」をご覧ください。 

 

◆ＪＴＣＣの「知っておきたいアパレル製品の基礎知識」講座（オンライン） 

  PartⅠ、Ⅱ のご案内  （「添付資料」を参照してください） 

   アパレルビジネスを行う上で、必要な技術的基礎知識を習得して頂きます。内容が豊富なため2回に分けて講座を開催し

ます。PartⅠとPartⅡを受講して頂いて完成です。 

PartⅠは、アパレルに用いられる繊維材料や試験方法、材料に関するトラブルと解決方法について解説します。 

     （開催日時は、2021年10月2日、9日、16日 13時～17時） 

PartⅡは、アパレル生産に関して生産設備や縫製技術、アパレルに関する表示、縫製や表示に関するトラブルと解決方

法について解説します。  （開催日時は 2022年2月12日、19日、26日を予定しています。） 

 

添付資料「 」あるいは「JTCCホームページ」をご覧ください。 
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PartⅠ 講座スケジュール  

日程 テーマ 時刻（休憩時間含む） 

１日目 

2021年 

10月2日（土） 

挨拶 13：00～13：10 

Ⅰ．アパレル製品から見た材料   13：10～15：00 

Ⅱ．アパレル製品から見た染色・仕上げ加工 15：00～17：00 

２日目 

2021年 

10月9日（土） 

Ⅲ．アパレル用副材料（ネーム、ラベル） 13：00～13：40 

Ⅳ．アパレル用副材料（接着芯地） 13：40～14：20 

Ⅴ． アパレル製品の試験、特殊な試験、混用率 14：20～15：40 

Ⅵ． アパレル製品に用いる機能性材料の試験方法 15：40～17：00 

３日目 

2021年 

10月16日（土） 

Ⅶ． アパレル製品の安全・安心 13：00～13：50 

Ⅷ．アパレル製品の洗濯とメンテナンス 14：00～15：00 

Ⅸ．アパレル製品の消費者クレーム 15：00～17：00 

Ⅸ-1 苦情事例＜芯地の接着不良＞ 15：00～15：30 

Ⅸ-2 苦情事例＜昇華堅ろう度 ＞ 15：30～16：00 

Ⅸ-3 苦情事例＜ピリング・スナッグ＞ 16：00～16：30 

Ⅸ-4苦情事例＜ポリウレタン繊維の脆化＞ 16：30～17：00 

受講料： ２０，０００円     定員：１００名 

 

PartⅡ 講座スケジュール（予定） 
日程 テーマ 時刻 

１日目 

2022年 

2月12日（土） 

Ⅰ．アパレル製品の企画・設計   13時 ～17時 

Ⅱ．アパレル製品の生産工場における生産設備 

Ⅲ．無縫製技術 

Ⅳ．アパレル生産工場の監査方法  

２日目 

2022年 

2月19日（土） 

Ⅴ．アパレル製品の縫製要領と縫製機器    13時～17時 

Ⅵ．アパレル製品の検査と品質管理 

Ⅶ．アパレル製品の製造・流通における環境問題、SDGs 

３日目 

2022年 

2月26日（土） 

Ⅷ．アパレル製品の表示と法律 13時 ～17時 

Ⅸ．アパレル製品の生産トラブル 

＜地糸切れ＞、＜シームパッカリング ＞、＜斜行＞、 

＜品質表示の間違い事例＞ 

 

◆ＪＴＣＣ「第８４回 公開講演会」（共通課題） 

 （詳細、参加申し込みはＪＴＣＣホームページをご覧ください。） 
回 テーマ（講師） 日時 会場 

８４回公開

講演会 
SDGｓと繊維産業の現状とギャップを埋める 

 日本繊維産業連盟      長 保幸氏 

2021年９月１８日（土） 

 １３時３０分～１６時３０分

 

アーバネックス 

備後町ビル ３Ｆ 

オンラインに変更す

る場合があり。 
グリーンインフラの意義と各都市における導入事例 

 （一社）グリーンインフラ総研  木田幸男氏 

８５回公開

講演会 

花王㈱

 

スキンケア用ファインファイバーテクノロジーについて   

 

東城武彦氏

 

2021年10月30日（土） 

  

オンライン テクニカル・テキスタイルの最近の動向

  

塩谷

 

隆氏

 

      公開講演会の参加費： 2000円   「資料のみ」の参加は不可です。  

技術ジャーナリスト １３時３０分～１６時３０分

オンライン時､
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Ⅱ．（業界ニュース） 

１． 経済産業省（生活製品課） 

  経産省は、繊維産業のサステナビリティに関する検討会を2021年2月～7月まで行った。 

  その結果を以下にまとめた。それぞれの詳細は、検討会開催月に掲載されている。 

  「繊維産業のサステナビリティに関する検討会」報告書概要 

 「繊維産業のサステナビリティに関する検討会」プレゼンテーション・ポイント集 

２．環境省（2021年 3月号より新設しています） 

   ・新情報なし 

３．日本化学繊維協会、日本綿業振興会、日本染色協会 

●日本化学繊維協会（詳細は化繊協会のホームページ参照してください）  

  ・新情報なし 

●日本綿業振興会（詳細はホームページ参照） 

     ・新情報なし 

  ●日本染色協会（詳細はホームページ参照） 

   ・新情報なし 

３．（一社）日本衣料管理協会、（一社）繊維評価技術協議会（繊技協） 

 ●（一社）日本衣料管理協会                        

・新情報なし 

●（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）  

  ・新情報なし 

●関西ファッション連合  

     ・新情報なし  

  ●その他情報 

    （一社）日本衛生材料工業連合会 

     「医療用マスク、一般マスクの JIS適合申請用表示・広告ガイドライン」 が告示されています。 
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企業紹介 

東海サーモ株式会社 

 

 

東伸工業株式会社 
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Ⅲ．（技術情報）     詳細な内容は各学会誌、月刊誌をご覧下さい。 

◆＜繊維学会誌＞ 2021年8月号 ―――――――――――――――――――――――――― 

  特集＜2020年度繊維学会賞＞ 

   〇再生医療を指向した新規シルクフィブロイン機能性の創製              東京農工大学    中澤靖元 

     シルクは約8500年間から衣料品として生産されていた。 

     シルク成分（シルクフィブロイン：SF）と熱可塑性ポリウレタン（PU）を用いて人工血管や心臓修復パッチを 

作成する。 

    ・素材・材料としてのシルクフィブロインと組織工学材料としての設計戦略 

    ・SFと合成高分子を複合化した循環器系組織光学材料の創製 

    ・機能性分子の修飾によるシルクフィブロインの機能化 

   〇クモ糸の階層構造と材料設計                                    京都大学    沼田圭司 

    ・研究の発想と戦略 

      シルクタンパク質（MaSP）が本来有している生化学的特性を利用する。強度と伸びを備えたタンパク質材料を創

出する。 

    ・MaSPの機能と牽引糸の階層構造 

    ・まとめ 

      水溶性と㏗応答性に優れたクモ糸シルクタンパク質 MaSPを利用した結果、天然クモ糸に類似した紡糸機構を

再現した。クモ糸の形成機構におけるLLPS（液液相分離）の重要性を明らかにした。 

   〇持続可能な社会の実現を支える化学繊維産業               日本化学繊維協会  寺井秀徳  大松沢明宏 

     日本化学繊維協会のサステナビリティ対応方針   

     ・化繊産業の使命 

    ・持続可能な社会の実現を支える化学繊維産業の取組と課題 

⑴ 資源循環の実現 

①回収ペットボトルのリサイクル  ②繊維製品のリサイクル   ③植物由来原料の活用 

⑵ 環境負荷の低減 

①ＣＯ2排出量削減    ②海洋プラスチック問題への対応  ③化学物質管理    

④繊維サプライチェーン全体といての取り組むべき課題 

⑶ 持続可能な社会の実現に貢献する化学繊維製品の拡大 

①ポストコロナ時代の化繊産業の貢献    ②標準化活動の促進 

  ＜繊維・高分子の測定法（15）＞     

   〇分光測色計を用いた繊維製品の実用的な白色度測定方法             コニカミノルタ㈱   向井隆晋 

  ＜業界マイスターに学ぶ せんい産業資材の基礎知識―５＞ 

     このシリーズは、2021年 4月号より始まり、今後約2年間継続掲載されています。 

   〇第２編 「産業資材用繊維原料」 （４）無機繊維  ①ガラス繊維  （一社）日本繊維技術士センター 杉山和典 

    ・ガラス繊維の分類と用途 

    ・ガラス長繊維 

      特徴、組成、製法、製品形態、用途 

    ・ガラス短繊維㈱ 

      特徴、組成、製法、製品形態と用途    

   ＜繊維関連の美術館・博物館＞ 

〇京都工芸繊維大学   美術工芸資料館                   美術工芸資料館館長    並木誠士 

 【繊維学会記念連載】 

   〇繊維産地の盛衰２                                     繊維・未来塾 幹事  松下義弘 
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◆＜繊維製品消費科学会誌＞ 2021年７月号 ―――――――――――――――――――――― 

    「ファッション産業の環境負荷調査」について 

                                環境省「ファッションと環境」タスクフォース副リーダー   河村玲央 

    ・本調査の背景 

      国際社会の於いてはファッション産業の環境負荷削減に取り組む様々な動きがある。日本国内に於いては、同

様の認識の拡がりは限定的であった。 

１．本調査の概要：ファッション産業の環境負荷、サステナブルファッションの実現に取り組む事例、サステナブ

ルファッションに関する消費者アンケート、サステナブルファッションの推進に関するWebサイト 

２．今後の方向性：「大量生産・大量消費・大量破棄」⇒「適量生産・適量購入・循環利用」 

 ＜シリーズ「SDGｓへの取り組みと環境配慮型繊維」＞ 

    〇環境配慮型繊維ウールの新しい展開                               日本毛織㈱  伊勢智一  

     ・ウール樹脂：防縮（クロイ）加工、プラズマ加工、ウールの樹脂化、生分解性（水中） 

     ・貴金属吸着剤：原料、実験方法、結果 

     ・抗菌ウール：セリウム加工、抗菌性評価 

     ・ウールのSDGsにおける価値の定量化：生分解性、LCA（二酸化炭素排出量）、消臭性、快適性 

   ＜シリーズ「感染症と繊維」＞ 

  〇抗ウイルス素材「ヴァイアブロック®」                     日本エクスラン工業㈱  小見山拓三 

   ・抗ウイル素材ヴァイアブロック®について 

   ・抗ウイルス性能について 

   ・抗ウイルスメカニズムについて 

   ・抗菌、抗カビ性能及び、消臭性能について 

   ・ヴァイアブロック®の安全性 

 ＜シリーズ「地域に根差した繊維産業」＞ 

  〇立ち止まらぬ「快社＝会社」                                  高橋練染㈱   松田隆年 

  〇職人双六“金彩友禅”～私から公へ～                           光映工芸㈱   和田光正 

 ＜報文＞ 

    〇精神科入院患者に求められる寝具の色  －夏季と冬季調査比較－ 

                              福岡女子大学 原 やよい、庄山茂子  福岡看護大学  中島富有子  

    

◆＜繊維機械学会誌＞  「月刊せんい」 2021年７月号 ―――――――――――――――― 

    〇Textile Exchange（TE）の認証・認定制度                    （独法）製品評価技術基盤機構 橋本秀和 

       （独法）製品評価技術基盤機構は、TEの規格に基づいて、環境保全、人権や動物福祉に配慮した製品の認証 

を行う機関の認定のサービスを行う。 

     ・Textile Exchange：繊維に関する製品や原材料の内容がサステナブルであることを第三者によって確認する。 
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    〇「超臨界二酸化炭素中でのポリエステル繊維の膨潤・可塑化」                 福井大学  廣垣和正 

      ・ｓｃＣＯ2中でのポリエステル繊維の物理的挙動 

      ・高圧CO2中でのPET繊維の動的収縮測定による可塑化効果の評価 

    〇「横編機の編成方法「ⅰ-Plating®」の特徴とメカニズム」                ㈱島精機製作所   山野浩稔 

      ・インバースプレーティングの特徴  （ⅰ-Planting®：ループプレッサーの出力制御を同一コース内で針1本単位 

に行う方法） 

      ・ⅰ-Plating®の特徴とメカニズム 

      ・ⅰ-Plating®の製品 

 

（月刊誌） 

◆＜加工技術＞ 2021年７月号 ――――――――――――――――――――――――――――  

 〇繊維加工産業の脱炭素社会への入り口                        森本技術事務所   森本國宏 

   ・はじめに：最近の気候変動について 

   ・日本国内の取り組み：2020年に改訂された省エネルギー法のカバー範囲について 

     温暖化ガス排出部門比較  製造業（35％）、運輸部門（19％）、業務部門（17％）、家庭（14％）、その他（15％） 

   ・繊維加工産業の温暖化防止策 

     染色加工業  エネルギー源  重油⇒ガス 

     2021年の制度改正 「工場・事業所における先導的な脱炭素化取り組み推進事業」として実施している。 

     JTCCではこれらへの対応を案内させていただく。 

 ＜特集 衛生加工  Part-3＞  

 〇抗菌性・抗ウイルス性試験、消臭試験の概要          （一財）カケンテストセンター  齋藤寿叙、高嶋恒男 

 ・消臭加工   ・アレルゲンについて   ・抗カビ加工 

   〇産業資材を中心とした直近の海外トピックス                     シオタニ＆オフィス   代表 塩谷 隆 

 ・織・編・コンポジット技術  

◆＜不織布情報＞ 2021年７月号  ―――――――――――――――――――――――――― 

  ＜用途特集＞ 建防災・災害対策 ～資材の在り方～ 

   ・災害復興とジオシンセテック                         （地独法）大阪産業技術研究所  西村正樹  

 

◆＜新聞、他＞ 

    繊研新聞  

〇2021年1月～６月 の衣料品の輸入（ニット製品、布帛製品、付属品）   （前月と同内容） 

順位 国 数量：百万点（増減％） シェア 金額：億円（増減％） シェア 

１ 中国 ２６４ 

（８．６） 

６０．８ ６，８６５ 

（２．５） 

５６．６ 

２ ベトナム ５９ 

（▼４．５） 

１２．９ １，８４４ 

（▼９．３） 

１５．２ 

３ バングラデ

シュ 

３３ 

（１９．５） 

８．０ ６０６ 

（８．９） 

５．０ 

４ カンボジア ２０ 

（６．２） 

５．２ ５２３ 

（▼４．６） 

４．３ 

５ ミヤンマー １５ 

（▼１６．０） 

３．５ ３８８ 

（▼２５．０） 

３．２ 

 全世界計 ４３４ 

       （５．４） 

１００ １２，１２９ 

（▼０．７） 

１００ 

                                          出所：日本貿易統計 

 



8 

 

Ⅳ．企業紹介、製品紹介   

   テックワン株式会社 

 

    

 「ＪＴＣＣニュース」では、毎月数社の企業紹介や製品の案内をさせて頂きます。 

掲載をご希望の方は、Jtccnews＠mbr.nifty.com に投稿してください。（掲載料金は無料です） 

賛助法人・団体会員様の声（技術的な問題，ＪＴＣＣに対する声などをメールでお聞かせください） 

連絡先：jtccnews＠mbr.nifty.com 

ＪＴＣＣニュース用のメールアドレスは、Jtccnews＠mbr.nifty.com です。 

編集：一般社団法人 日本繊維技術士センター  企業接点強化部会   金田哲郎 

    一般社団法人 日本繊維技術士センター（JTCC） 

   本部事務所     〒541-0051  大阪市中央区備後町3丁目4番9号 輸出繊維会館6階 

         ☎ 06-6484-6506  FAX 06-6484-6575  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   関東支部事務所  〒103-0001  東京都中央区日本橋小伝馬町12-9（滋賀ビル506号室） 

         ☎ 03-5643-5112  FAX 03-5614-0103  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ-ｋｔ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   東海支部事務所  〒460-0011  名古屋市中区大須1丁目35-18 一光大須ビル7階  

（公財）中部科学技術センター内）    ☎ 052-231-3043（代）  FAX 052-204-1469   


